
 

特別支援教育研究会 

部  長  福嶋 淳代 

研究主任 谷  陽輔 

部 員 数   ５４名 

 

１ 研究主題         

子どもや学級の成長を目指した指導方法の研究 

～小学校・中学校が連携した指導を目指して～ 

 

２ はじめに 

  特別支援教育研究会では、児童生徒の成長を目指して指導方法を研究し、

長年に渡り小中学校で連携して指導に取り組んできた。小中学校で連携する

ことによって、子どもの小学校入学当初から中学校卒業までの成長過程や変

化を共有し、それぞれ児童生徒の個性に合わせた効果的な指導方法を工夫す

ることができると考えたからだ。今年度は小学生と中学生が一緒になって関

わり合う交流をすべての学校で行えるようになった。また、特別な支援を必

要とする児童生徒は増加傾向にあり、小学校・中学校の連携の在り方や指導

方法についても工夫が必要となってきた。 

 

３ 研究経過 

(1) 中学校のブロック別に分かれて授業の実践報告や教材研究を行った。 

(2)  講師を招き、卒業後の生活について話を聞いた。 

 

４ 研究の概要 

  

 

４月 ・組織づくり 

５月 ・班別（小中別）実践テーマ決め、年間計画 

６月 ・実践報告 小牧西中、北里小、篠岡小、光ヶ丘小、本庄小 

７月 ・実践報告 小牧小、小木小、桃ケ丘小、味岡中 

９月 ・講演 

１０月 ・実践報告 小牧中、応時小、大城小、岩崎中 

１１月 ・実践報告 小牧原小、小牧南小、桃陵中、一色小 

１月 ・実践報告 三ツ渕小、米野小、陶小、光ヶ丘中、味岡小 
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 （１） ブロック別実践報告会について 

    実践報告会では、研究主題に合わせて各校で実践し、児童生徒の実態

や指導の工夫、問題点等についてレポートを作成した。全体会では、市内

２５校を４ブロックに分けて、各校が持ち寄ったレポートについてブロ

ック別に分かれて協議会を行った。協議会では、それぞれのブロック長が

話し合った内容を集約し、全体の場で発表し共有した。また、ブロック別

実践報告会では、市内の小中学校に関わりのある一宮東特別支援学校、春

日台特別支援学校、小牧特別支援学校の先生方を講師として招いた。各ブ

ロックの協議会や全体会で指導や助言をいただき、研究会がより深まり

のあるものとなった。各校の実践報告については、レポートをデータで共

有できるようにし、それぞれで情報を得ながら実践に生かせるようにし

た。 

 （２） 講演会（９月１２日） 

    「支援が必要な児のライフステージ～中学校卒業後の福祉サービス～」

をテーマに、小牧市福祉協議会、相談支援専門員の今井様に講演を依頼し

た。講演会では、支援が必要な生徒と保護者が、どういった悩みを抱えな

がら進路を選び、どのように進路を修正していったのかについて、具体例

を用いながら話を聞くことができた。また、卒業後の主な活動場所、生活

の様子なども教えていただいた。各校の先生方にとって講話の内容が、身

近な児童生徒に置き換えやすく児童生徒の将来の進路に向けて考えを深

める貴重な機会となった。 

  

 

５ 今後の課題 

  ブロック別実践報告会では、各校の実践を聞くことで、互いに大きな学び

を得ることができた。また、特別支援学校の先生方の指導や助言も、普段の指

導を見直す場となった。特別支援学級担任は、各校で指導方法や悩みを共有

できる場が多くない。その点で、ブロック別で実践を共有し児童生徒の様子

などを語り合う時間は有意義であった。また、小牧市社会福祉協議会の相談

支援専門員による講演では、児童生徒の卒業後について理解を深め、将来を

見据えた指導に生かすよい機会となった。 

今後も特別な支援を必要とする児童生徒が増える中で、いかに小学校・中学

校が連携したり児童生徒の教育的ニーズに応えたりしていくか、研究を重ね

ていきたい。 
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